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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
の
皆
様

を
は
じ
め
、
関
係
各
位
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ
が
な

く
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
喜
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
の
復
興
・

創
生
期
間
へ
と
新
た
な
ス

テ
ー
ジ
に
向
か
い
、
県
内
で

は
復
興
公
営
住
宅
や
拠
点
施

設
等
の
整
備
が
着
実
に
進
ん

で
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
避

難
地
域
の
復
興
再
生
に
は
、

な
お
引
き
続
き
官
民
が
連
携

し
て
加
速
化
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
の
熊
本
地
震
、
鳥
取

県
中
部
地
震
、
そ
し
て
福
島

県
沖
地
震
等
の
大
き
な
地
震

が
頻
発
し
て
お
り
、
我
々
は

地
域
に
根
差
し
た
企
業
と
し

て
、
安
全
衛
生
意
識
の
高
揚

と
地
域
防
災
活
動
の
取
り
組

み
を
強
化
し
、
災
害
時
の
速

や
か
な
イ
ン
フ
ラ
等
の
復
旧

に
備
え
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　

福
島
県
で
は
、
産
業
基
盤

創
出
・
地
方
創
生
を
目
指
す

原
動
力
と
し
て
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
や

福
島
新
エ
ネ
社
会
構
想
が
推

進
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
我
々

協
会
に
お
い
て
も
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
拡
大
に
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

近
年
の
地
球
温
暖
化
対
策

を
進
め
て
い
る
中
で
も
、
社

会
経
済
情
勢
の
変
化
に
伴
い

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

が
著
し
く
増
加
し
て
お
り
、

建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費

性
能
向
上
を
図
る
た
め
「
建

築
物
省
エ
ネ
法
」
が
施
行
さ

れ
ま
し
た
。

　

我
々
の
業
界
に
お
い
て

も
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
資

源
に
適
合
し
た
空
調
衛
生
設

備
機
器
へ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
積
極
的
に
推
進
し
、
低
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
人
口
減
少
・
少
子

高
齢
を
背
景
と
し
て
、
全
産

業
的
に
課
題
と
な
っ
て
い
る

担
い
手
の
確
保
と
定
着
に
向

け
て
、
労
働
環
境
改
善
・
生

産
性
向
上
な
ど
魅
力
あ
る
建

設
産
業
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

私
た
ち
の
快
適
な
生
活
を

支
え
て
い
る
の
が
、「
空
気

調
和
設
備
・
給
排
水
衛
生
設

備
」
の
高
度
な
技
術
で
す
。

未
来
に
向
け
て
様
々
な
環
境

技
術
を
駆
使
し
、
顧
客
に
良

質
で
満
足
の
い
く
設
備
の
提

供
を
最
大
の
目
的
と
し
て
業

界
の
地
位
向
上
・
発
展
に
努

め
て
参
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
本
年
も
一
層
の

ご
指
導
と
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
益
々

の
ご
隆
盛
と
ご
多
幸
を
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　謹んで新年の御挨拶を申し上げ
ます。
　震災から間もなく6年を迎えよ
うとしております。今もなお多く
の方々が避難生活を続けているほ
か、被災者の生活再建や廃炉・汚
染水対策、風評と風化の二つの逆
風など課題が山積しており、福島
の復興はいまだ途上にあります。
　一方で、環境・医療分野を始め
とした新たな拠点施設の整備進

展、県内観光地のにぎわい回復や文化・スポーツ面における若者の活
躍など、明るい光が強まりを見せてまいりました。
　県民の皆さんがより一層復興を実感できるよう、復興計画に基づ
く重点プロジェクトを着実に実行に移し、スピード感を持って取り
組んでまいります。
　特に、避難地域の復興再生は最優先課題であります。インフラ復旧・
整備はもちろん、医療提供体制の確保や学校再開支援等の広域的な
課題への対応、イノベーション・コースト構想の具体化など、一人で
も多くの方がふるさとに安心して住み、暮らし、働ける環境づくり
を進めてまいります。
　また、復興を更に前へ進めていくためには、経済や産業の活性化
が極めて重要です。農林水産業、商工業、観光業など既存産業の再
生はもとより、再生可能エネルギーや医療関連産業を始め、ロボット、
航空宇宙関連産業など、新たな時代をリードする成長産業の育成・集
積を図ってまいります。
　さらに、復興と併せて取り組まなければならないのが地方創生で
あります。本県人口の推移は厳しい状況が続いており、ふくしま創
生総合戦略に基づき、雇用の創出や定住・二地域居住の推進、地場産
業や観光の振興など、福島ならではの地方創生、人口減少対策に重
点的に取り組んでまいります。
　このほか、避難者支援、風評・風化対策、県土の環境回復、県民の
健康増進、産業の振興、社会生活基盤の整備推進など、様々な課題
に一つ一つ挑戦を続け、福島県全体の復興・創生に力を尽くしてまい
りたいと考えております。
　震災・原子力災害からの復興と地方創生を2つの大きな柱として、
福島に心を寄せてくださる国内外の全ての方々と力を携え、新しい
未来を拓き、世界に誇れる福島の実現を目指して、全力で取り組ん
でまいりますので、今後とも一層の御支援、御協力をお願い申し上げ、
新年の御挨拶といたします。

福島の新しい未来を切り拓く

謹

賀

新

年

　

初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

　
　

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　

一
般
社
団
法
人

福
島
県
空
調
衛
生
工
事
業
協
会

魅
力
あ
る
建
設
産
業
へ
取
り
組
み

○快
適
生
活
支
え
る
設
備
提
供

平成29年　　　　　　　　年頭のごあいさつ

一般社団法人 福島県空調衛生工事業協会

会長　松原　兼一

福島県知事　内堀　雅雄

再生加速化へ連携

　

県
総
合
設
備
協
会
（
坂
本

幹
夫
会
長
）
は
27
日
午
後
５

時
半
か
ら
、
福
島
市
の
ホ
テ

ル
辰
巳
屋
で
平
成
29
年
新
年

賀
詞
交
歓
会
を
開
く
。

　

賀
詞
交
歓
会
に
先
立
ち
午

後
４
時
か
ら
新
春
講
演
会
。

田
母
神
秀
顕
県
土
木
部
営
繕

課
営
繕
設
備
担
当
主
幹
を
講

師
に
招
い
て
講
話
を
聴
く
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
東
北

支
部
（
小
野
寺
宏
允
支
部

長
）、
日
本
電
設
工
業
協
会

東
北
支
部（
佐
竹
勤
支
部
長
）

と
東
北
地
方
整
備
局
な
ど
主

要
発
注
機
関
に
よ
る
平
成
28

年
度
建
築
設
備
工
事
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
会
議
が
昨
年
12
月
７

日
、
仙
台
市
の
江
陽
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
た
。
官

民
64
人
、
当
協
会
か
ら
は
松

原
兼
一
会
長
、
猪
狩
哲
彦
専

務
理
事
が
出
席
し
、
建
築
設

備
を
め
ぐ
る
当
面
の
課
題
に

つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

議
題
は
①
建
設
業
の
担
い

手
育
成
・
確
保
②
直
接
（
分

離
）
発
注
の
促
進
③
適
正
な

工
期
、
適
正
な
価
格
で
の
受

注
契
約
の
確
保
④
工
事
発
注

の
平
準
化
⑤
低
入
札
へ
の
対

策
⑥
自
然
災
害
激
甚
化
へ
の

対
応
│
の
５
項
目
。

　

担
い
手
確
保
で
は
、
担
い

手
３
法
施
行
を
受
け
た
発
注

者
と
し
て
の
取
り
組
み
、
分

離
発
注
に
つ
い
て
は
改
め
て

そ
の
促
進
と
、
市
町
村
へ
の

指
導
、
浸
透
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
建
築
設
備
工
事
特

有
の
課
題
と
し
て
、
試
験
運

転
調
整
に
日
数
を
要
す
る
な

ど
の
実
態
を
挙
げ
、
必
要
日

数
を
考
慮
し
た
適
正
な
工
期

設
定
な
ど
を
要
望
し
た
。

27
日
に
新
春
講
演

会
、
賀
詞
交
歓
会

県
総
合
設
備
協
会

担
い
手
確
保
施
策

な　
　

ど

要
請

分
離
発
注
　「
指
導
、浸
透
を
」

建 築 設 備 工 事 
東北ブロック会議
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　謹んで新年の御挨拶を申し上げます。
　東日本大震災から間もなく6年を迎えようと
しております。昨年は、復興・創生期間の初年
であり、東北中央自動車道福島ＪＣＴ～福島大
笹生ＩＣ間やふくしま復興再生道路である小野
富岡線（五枚沢1工区）の開通、相馬福島道路
や会津縦貫南道路の整備進展、相双地域で最初

の復興公営住宅となる北原団地の完成など、県内各地で復興の光が強まりを見
せてまいりました。
　今年は、復興・創生期間の2年目であり、県土の復興をさらに加速させる年で
あります。県土復興に向けて、「ふくしまの未来を拓く県土づくりプラン」の
もと、安全と安心、活力、思いやりを3つの柱に、被災地域はもとより、県全
体でその地域が持っている力を最大限に発揮できるよう、全県的に公共土木施
設の整備を展開してまいります。
　平成29年は、復興公営住宅整備の総仕上げの段階としてさらなる整備推進に
努めるとともに、避難解除等区域やその周辺の広域的な物流や地域医療等を支
援するふくしま復興再生道路の整備や津波被災地の災害復旧工事、防災緑地の
整備に全力を尽くしてまいります。
　県全体としては、広域的な連携・交流を支え地域の活力を高める災害に強い

道路ネットワーク整備や、県民生活の安全・安心を支える治水・砂防対策、良好
な市街地形成を図る都市基盤の整備、海上物流の拠点となる港湾整備などを計
画的に進めるとともに、建設から長期間が経過する施設の増大に対応するため、
長寿命化計画に基づき、予防保全の考え方を取り入れた対策を計画的に進めて
まいります。
　また、再生可能エネルギーの導入を推進し、四時ダムＥＳＣＯ事業などの取
組に加えて、緊急輸送路や道の駅などの管理に必要な電力確保のため、あぶく
ま高原自動車道などにおいて太陽光発電の整備を進めるとともに、小型風力発
電など、太陽光以外の発電方式の導入の検討も進めてまいります。
　さらに、社会資本の整備を支援する取組として、公共工事の生産性向上や労
働災害防止の観点からＩＣＴの活用は大変有効であると考えており、平成29年
度以降、県発注工事における活用など、ＩＣＴの導入を積極的に推進してまい
ります
　最後に、担い手の育成・確保については、福島県建設業審議会からの答申を
受けて、3月までにアクションプランを策定し、建設業に携わる皆様が誇りと
意欲を持ち続け、若い技術者が数多く育っていく環境づくりに取り組んでまい
りたいと考えております。
　震災以降、復旧・復興需要の増大に伴い建設産業界を取り巻く状況がめまぐ
るしく変化する中にあっても、復興の最前線で活躍されている皆様は、本県の
元気の源であり、復興の牽引役であります。
　県土木部では、県民の皆様がより一層復興を実感できるよう、県民生活の安
全・安心を最優先に、県土づくりと復興の礎となる社会資本の整備に職員一丸
となって取り組んでまいりますので、今後とも一層の御支援、御協力をお願い
申し上げます。

県土の復興さらに加速
福島県土木部長　大河原　聡

　

当
協
会
は
昨
年
10
月
26

日
、
福
島
市
の
ア
オ
ウ
ゼ
で

平
成
28
年
度
経
営
改
善
研
修

会
を
開
い
た
。

　

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に

伴
い
、
中
小
企
業
経
営
者
が

直
面
す
る
人
材
の
確
保
・
育

成
が
今
回
の
テ
ー
マ
。
損
保

ジ
ャ
パ
ン
日
本
興
亜
ビ
ジ
ネ

ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
の
伴

高
伸
モ
ー
タ
ー
・
Ｓ
Ｓ
支
援

部
企
画
グ
ル
ー
プ
長
が
講
師

を
務
め
、「
組
織
活
性
化
に

よ
る
収
益
ア
ッ
プ
研
修
」
と

し
て
、
若
手
社
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
や
定
着
率
の
向
上
を

図
る
た
め
の
手
法
な
ど
、
時

代
に
即
し
た
人
材
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
仕
方
を
学
ん
だ
。

　

研
修
会
は
経
営
委
員
会
主

管
事
業
。
会
員
企
業
の
経
営

体
質
強
化
を
図
る
た
め
毎
年

開
い
て
お
り
、
今
回
は
会
員

企
業
の
経
営
者
ら
約
30
人
が

受
講
し
た
。

　

初
め
に
経
営
委
員
会
担
当

の
石
田
享
也
副
会
長
が
あ
い

さ
つ
し
「
当
社
も
若
い
社
員

と
の
人
間
関
係
や
教
育
に
は

苦
慮
し
て
い
る
。
研
修
で
学

ん
だ
こ
と
を
各
社
に
持
ち
帰

り
、
若
手
社
員
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
う
ま
く
と

れ
る
よ
う
に
心
が
け
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

講
義
は
①
組
織
内
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
必
要
性
②

統
制
型
組
織
か
ら
学
習
型
組

織
へ
③
コ
ー
チ
ン
グ
と
は
④

承
認
／
傾
聴
／
質
問
の
ス
キ

ル
⑤
従
業
員
満
足
度（
Ｅ
Ｓ
）

を
高
め
る
に
は
│
の
５
本
立

て
。

　

社
会
環
境
の
変
化
や
世
代

間
ギ
ャ
ッ
プ
の
拡
大
、
個
人

の
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
で

経
営
者
は
「
過
去
の
成
功
体

験
が
通
用
し
な
く
な
っ
た
」

「
社
内
の
会
話
が
少
な
く

な
っ
た
」「
従
業
員
の
ベ
ク

ト
ル
が
合
わ
な
く
な
っ
て
き

た
」「
指
示
・
命
令
型
で
は

従
業
員
が
動
か
な
く
な
っ
て

き
た
」「
顧
客
の
ニ
ー
ズ
、

期
待
が
高
く
な
っ
て
き
た
」

な
ど
の
悩
み
を
抱
え
て
お

り
、
講
義
で
は
、
こ
う
し
た

環
境
変
化
に
対
応
す
る
た

め
、
組
織
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
強
化
の
必
要
性

を
強
調
。
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
に

よ
る
こ
れ
ま
で
の
「
統
制
型

組
織
」
か
ら
、
部
下
が
自
ら

考
え
、
答
え
を
出
し
て
行
動

す
る
「
学
習
型
組
織
」
へ
の

転
換
を
促
し
た
。

　

学
習
型
組
織
に
脱
皮
す
る

た
め
の
手
法
と
し
て
「
コ
ー

チ
ン
グ
」
も
学
ん
だ
。
教
え

指
導
す
る「
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
」

と
異
な
り
、
そ
の
人
が
持
つ

能
力
や
可
能
性
の
発
揮
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
や
り
方
で
、
そ

の
た
め
に
は
①
部
下
の
存
在

を
認
め
る
“
承
認
”
②
部
下

の
話
し
を
聴
く
“
傾
聴
”
③

隠
れ
た
能
力
や
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
引
き
出
す
た
め
の

“
質
問
”
の
ス
キ
ル
を
磨
く

必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
ん

だ
。

　

質
問
の
仕
方
も
、
Ｙ
ｅ
ｓ

か
Ｎ
ｏ
か
を
求
め
る
「
ク

ロ
ー
ズ
ド
質
問
」で
は
な
く
、

部
下
の
考
え
る
力
を
養
う
た

め
「
オ
ー
プ
ン
質
問
」
が
有

効
だ
と
説
明
を
受
け
た
。
相

手
の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
、
関

わ
り
方
や
、
う
ま
く
い
く
質

問
、
避
け
た
方
が
よ
い
表
現

な
ど
も
勉
強
。
実
際
に
受
講

者
が
２
人
１
組
と
な
っ
て
、

「
オ
ー
プ
ン
質
問
」
の
や
り

取
り
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

も
行
っ
た
。

　

講
義
で
は
ま
た
、Ｃ
Ｓ（
顧

客
満
足
度
）
向
上
の
前
に
、

Ｅ
Ｓ
（
従
業
員
満
足
度
）
が

重
要
だ
と
し
、部
下
に
「
報
・

連
・
相
」
を
徹
底
さ
せ
る
に

は
、
そ
れ
に
対
応
し
て
上
司

が
「
命
（
令
）・
解
（
説
）・

援
（
助
）」
を
し
っ
か
り
と

す
る
こ
と
が
不
可
欠
だ
と
も

説
い
た
。

　

郡
山
市
の
平
成
28
年
度
優

良
建
設
工
事
表
彰
で
、
当
協

会
会
員
か
ら
石
田
・
小
板
橋

特
定
Ｊ
Ｖ（
㈱
石
田
工
業
所
・

㈱
小
板
橋
工
業
所
）
が
施
工

し
た
郡
山
市
保
健
所
空
調
設

備
改
修
工
事
が
受
賞
し
た
。

　

表
彰
式
は
昨
年
10
月
12

日
、市
役
所
正
庁
で
行
わ
れ
、

品
川
萬
里
市
長
が
各
社
の
代

表
者
と
現
場
代
理
人
に
賞
状

を
授
与
。「
受
賞
を
機
に
一

層
の
技
術
向
上
、
人
材
の
育

成
に
努
め
、
建
設
業
界
の
模

範
と
し
て
さ
ら
に
尽
力
、
市

勢
発
展
に
貢
献
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
か
け
た
。

　

水
道
局
発
注
分
を
合
わ
せ

27
年
度
竣
工
の
２
０
５
件
の

中
か
ら
、
出
来
形
、
品
質
管

理
、
安
全
管
理
等
の
面
で
特

に
優
れ
た
工
事
を
選
ん
だ
。

県
建
設
産
業
の
第
一
線
で
も

の
づ
く
り
に
携
わ
る
現
場
従

事
者
の
誇
り
と
意
欲
を
高

め
、
そ
の
能
力
・
資
質
と
社

会
的
評
価
・
地
位
の
向
上
、

建
設
業
の
健
全
な
発
展
に
つ

な
げ
よ
う
と
、
平
成
５
年
度

か
ら
実
施
し
て
い
る
。
今
年

度
は
知
事
顕
彰
２
人
、
県
建

設
産
業
団
体
連
合
会
長
顕
彰

16
人
が
選
ば
れ
た
。

　

建
設
現
場
で
20
年
以
上
に

わ
た
り
工
事
施
工
に
直
接
従

事
。
技
術
・
技
能
が
優
秀
で

あ
る
こ
と
に
加
え
、
技
術
開

発
・
施
工
合
理
化
へ
の
顕
著

な
成
績
や
、
後
進
の
指
導
・

育
成
へ
の
取
り
組
み
、安
全
・

衛
生
の
向
上
な
ど
、
模
範
的

な
建
設
現
場
従
事
者
で
あ
る

こ
と
が
選
定
の
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
。

　
　
　

＊　
　
　

＊

　

‌

堀
勝
彦
さ
ん�​　

今
回
の
優

秀
施
工
者
顕
彰
受
賞
は
、
監

督
員
や
会
社
の
諸
先
輩
・
同

僚
の
ご
指
導
と
工
事
関
係
者

の
努
力
、
地
域
住
民
皆
様
の

ご
協
力
の
お
か
げ
と
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、

日
々
努
力
し
精
進
し
て
ま
い

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

‌

　

県
と
県
建
設
産
業
団
体
連

合
会
（
小
野
利
廣
会
長
）
に

よ
る
優
秀
施
工
者
の
顕
彰
で

今
年
度
、
当
協
会
か
ら
㈱
大

倉
工
業
所
の
堀
勝
彦
さ
ん
が

県
建
産
連
会
長
顕
彰
を
受
け

た
。
顕
彰
式
は
昨
年
11
月
１

日
、
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で

行
わ
れ
た
。
受
賞
者
と
建
産

連
加
盟
団
体
の
代
表
者
ら
が

出
席
。
知
事
顕
彰
受
賞
の
２

人
に
内
堀
知
事
か
ら
感
謝

状
、
建
産
連
会
長
顕
彰
受
賞

16
人
の
代
表
に
小
野
会
長
か

ら
賞
状
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

内
堀
知
事
が
「
第
一
線
で

持
て
る
技
能
を
遺
憾
な
く
発

揮
し
、
後
進
の
育
成
に
も
情

熱
を
注
い
で
き
た
姿
は
、
次

に
続
く
人
の
鏡
と
な
る
も

の
」、
小
野
会
長
が
「
品
質

の
高
い
優
良
な
社
会
資
本
を

整
備
し
、現
場
の
安
全
確
保
、

後
進
の
指
導
に
も
真
摯
に
取

り
組
ん
で
い
る
」
と
受
賞
者

を
た
た
え
た
。

　

受
賞
者
代
表
が
「
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
よ
り
良

い
も
の
づ
く
り
、
与
え
ら
れ

る
職
務
に
努
力
す
る
」
と
謝

辞
を
述
べ
た
。

　

優
秀
施
工
者
顕
彰
は
、
本

　

建
設
業
労
働
災
害
防
止
協

会
県
支
部
（
小
野
利
廣
支
部

長
）
主
催
の
第
50
回
県
建
設

業
労
働
災
害
防
止
大
会
は
昨

年
７
月
28
日
、
福
島
市
の
県

建
設
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

27
年
度
安
全
競
争
表
彰
・
管

工
事
部
門
で
、
文
化
設
備
工

業
㈱
が
優
勝
、
表
彰
を
受
け

た
。
当
協
会
会
員
か
ら
は
こ

の
ほ
か
、
ク
レ
ハ
設
備
㈱
が

準
優
勝
し
、
第
１
位
に
三
共

設
備
㈱
、
第
２
位
に
㈱
大
倉

工
業
所
が
入
っ
た
。
大
会
に

は
１
３
０
人
が
出
席
。
安
全

で
快
適
な
職
場
環
境
の
形
成

へ
決
意
を
新
た
に
し
た
。

　

大
会
で
は
小
野
支
部
長
が

「
厳
し
い
環
境
下
で
あ
っ
て

も
、
災
害
は
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。
安
全
衛
生
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
み
、
計
画
・

継
続
的
に
推
進
す
る
シ
ス
テ

ム
を
構
築
、
定
着
さ
せ
て
ほ

し
い
」
と
述
べ
、
安
全
衛
生

水
準
向
上
へ
の
一
層
の
取
り

組
み
を
求
め
た
。

　

労
働
災
害
防
止
に
功
績
の

あ
っ
た
支
部
長
賞
の
６
事
業

場
、
25
人
と
安
全
競
争
で
優

秀
な
成
績
を
収
め
た
延
べ
20

社
を
表
彰
。
来
賓
の
島
浦
幸

夫
福
島
労
働
局
長
、
室
井
良

文
県
土
木
部
技
監
が
祝
辞
を

述
べ
た
。

　
「
死
亡
災
害
を
全
産
業
の

20
％
以
内
に
減
少
」「
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
実
な

実
施
の
推
進
」
な
ど
を
重
点

と
す
る
安
全
の
誓
い
を
読
み

上
げ
、
快
適
な
職
場
環
境
の

形
成
に
向
け
た
、
関
係
者
一

丸
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
改

め
て
誓
っ
た
。

部
下
の
能
力
引
き
出
す

組
織
内
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
勉
強

平成28年度経営改善研修会

‌

若
手
社
員
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
取
り
方
な
ど

を
学
ん
だ
研
修
会
（
上
）
と

講
師
の
伴
氏�​

管
工
事
部
門　

優
勝
は
文
化
設
備

建
災
防
大
会
で
県
支
部
長
表
彰

石田・小板橋ＪＶ
に優良工事表彰

郡山市　保健所空調改修で

堀
さ
ん
、会
長
顕
彰

優
秀
施
工
者　

「
受
賞
機
に
さ
ら
に
精
進
」

県建産連

堀�​勝彦さん

安全競争
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今
年
度
の
特
別
技
術
講
習

会
は
、「
建
築
物
省
エ
ネ
法

（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消

費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法

律
）」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
取

り
上
げ
、
昨
年
９
月
28
日
、

郡
山
市
の
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス

熱
海
で
開
い
た
。

　

特
別
技
術
講
習
会
は
、
建

築
設
備
工
事
に
関
す
る
業
務

遂
行
上
の
問
題
を
研
究
、
技

術
水
準
と
生
産
性
の
向
上
を

目
的
と
し
て
開
い
て
い
る
。

今
回
は
会
員
企
業
の
41
人
が

受
講
。
初
め
に
齋
藤
匤
司
技

術
委
員
長
が
「
建
築
設
備
の

技
術
は
日
進
月
歩
。
講
習
会

な
ど
を
通
じ
日
々
研
さ
ん
を

重
ね
て
、
全
体
と
し
て
の
技

術
水
準
向
上
を
図
り
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

２
部
構
成
で
、
第
１
部
は

「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
の
省

エ
ネ
基
準
適
合
義
務
化
に
つ

い
て
学
ん
だ
。
三
菱
電
機
グ

ル
ー
プ
の
リ
ク
エ
ス
ト
・
シ

ス
テ
ム
技
術
推
進
部
、
杉
本

達
彦
部
長
が
講
義
し
た
。
三

菱
電
機
住
環
境
シ
ス
テ
ム
ズ

東
北
支
社
か
ら
、
寒
冷
地
向

け
高
性
能
エ
ア
コ
ン
の
商
品

説
明
も
あ
っ
た
。

　

建
築
物
省
エ
ネ
法
は
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
消
費
量
が
著
し

く
増
加
し
て
い
る
建
築
物
の

分
野
で
、
抜
本
的
な
省
エ
ネ

化
を
進
め
る
た
め
、
平
成
27

年
に
成
立
し
た
法
律
。「
規

制
措
置
」
と
「
誘
導
措
置
」

が
あ
り
、
昨
年
４
月
に
は
、

省
エ
ネ
基
準
に
適
合
し
た
建

築
物
の
性
能
表
示
制
度
と
、

省
エ
ネ
性
能
向
上
計
画
の
認

定
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る
容

積
率
特
例
な
ど
の
誘
導
措
置

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

今
年
４
月
か
ら
は
、
規
制

措
置
と
し
て
、
延
べ
床
面
積

２
０
０
０
平
方
㍍
以
上
の
大

規
模
な
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
や
商

業
施
設
な
ど
の
非
住
宅
建
築

物
に
対
し
、
新
築
・
増
改
築

時
に
、
省
エ
ネ
基
準
へ
の
適

合
と
、
適
合
性
判
定
が
義
務

化
さ
れ
る
。

　

３
０
０
平
方
㍍
～
２
０
０

０
平
方
㍍
未
満
の
中
規
模
建

築
物
も
、
住
宅
を
含
め
て
新

築
・
増
改
築
時
に
お
け
る
省

エ
ネ
計
画
の
届
け
出
が
必
要

に
な
る
。

　

着
工
前
の
省
エ
ネ
シ
ミ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
着
工

後
段
階
で
も
設
計
変
更
ご
と

に
省
エ
ネ
性
能
の
考
慮
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
講

習
会
を
通
じ
て
、
法
律
に
対

す
る
理
解
を
深
め
る
と
と
も

に
、
規
制
措
置
の
施
行
に
備

え
た
。

　

第
２
部
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
工
事
等
で
需
要
が
増
し
て

い
る
オ
ー
ケ
ー
器
材
の
冷
媒

配
管
用
火
無
し
継
手
「
省
施

工
の
空
調
機
冷
媒
配
管
火
無

工
法
・
楽
継
」
に
つ
い
て
説

明
を
受
け
た
。
岩
本
昭
技
術

部
長
、
佐
藤
幹
裕
課
長
ら
が

講
師
を
務
め
た
。

　

楽
継
は
、
火
災
発
生
時
の

リ
ス
ク
を
嫌
う
、
火
の
使
え

な
い
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
等

の
現
場
で
使
用
で
き
る
配
管

シ
ス
テ
ム
部
材
。
ロ
ウ
付
け

が
不
要
で
、
つ
な
げ
る
だ
け

の
高
い
施
工
性
に
よ
り
、
施

工
時
間
の
短
縮
や
作
業
効
率

の
向
上
を
実
現
し
た
。
金
属

に
よ
る
締
め
込
み
方
式
を
採

用
す
る
こ
と
で
気
密
性
能
を

さ
ら
に
高
め
る
と
と
も
に
、

豊
富
な
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
で
多

様
な
現
場
へ
の
対
応
を
可
能

に
し
た
。

　新しい年を迎え、謹んで新春
の御挨拶を申し上げます。
　皆様には、日頃本県の建築行
政の推進につきまして、格段の
御協力をいただき厚く御礼を申
し上げます。
　東日本大震災からまもなく６
年が経過しますが、避難地域の
再生や被災者の生活再建など、
本県の復興はいまだ途上にあり
ます。
　昨年は「復興・創生期間」とい
う新たなステージにおいて、そ
の第一歩を踏み出した年であり、
復興が進むにつれて生じる新た
な課題や多様なニーズにきめ細
やかに対応しつつ、被災地の自
立や地方創生のモデルとなるよ
うな復興の実現を目指し、取り
組んでまいりました。
　建築総室では、被災者の居住
の安定を確保するため、復興公
営住宅の早期供給や民間住宅の
再建支援を行うとともに、医療
機器の研究開発拠点となる「ふ
くしま医療機器開発支援セン
ター」や放射線研究や環境教育
の拠点となる「福島県環境創造

センター」を完成させました。
　今年は、復興公営住宅整備の
総仕上げの段階として更なる整
備推進に努めるとともに、双葉
郡中高一貫校「ふたば未来学園」
の校舎整備や今春小高商業高校
と小高工業高校が統合開校する

「小高産業技術高校」の実習棟改
築等、施設の整備事業を計画的
に進めてまいります。
　また、地球温暖化対策として
省エネルギー施策の一層の推進
と再生可能エネルギー導入を率
先して実施していくための整備
指針の策定や低炭素社会に貢献
する木材利用を促すＣＬＴの試
行など、新たな施策にもチャレ
ンジしてまいる考えであります。
　本県の復旧・復興は、着実に進
んできており、一人でも多くの
県民が復興を実感し、笑顔を取
り戻すことができるよう、産業
の振興、社会生活基盤の整備推
進など様々な課題に果敢にチャ
レンジし、福島県全体の復興、
そして地方創生の推進に、引き
続き、全力を尽くしてまいる所
存ですので、皆様のなお一層の
御支援、御協力をいただきます
ようお願い申し上げます。

県建築総室平成29年事業展望

復
興
公
住
総
仕
上
げ
、
省
エ
ネ
施
策
さ
ら
に
推
進

特別技術講習会

規
制
措
置
義
務
化
に
備
え　

火
無
し
配
管

部
材
も
勉
強

建
築
物
省
エ
ネ
法
に
対
応

　受賞工事の概要等は次の通り。

‌【環境創造センター整備（Ａ施設交流棟・機械）工事】�​

‌▼寸評＝�​本工事は、環境回復・創造技術の調査・研究等

を担う中核施設整備における機械設備工事である。本

施設のメーンとなる球体シアターを始めとする展示エ

リアの施工において、建築資材と設備機器の意匠的な

調和や空調機器から発生する騒音の影響がない良好な

室内環境の確保等に十分な配慮が求められた。このよ

うな施工条件の下、屋内の見え掛り部に設置する機器

について、サンプルを用いて色や形状等の調整を実施

し丁寧な仕上げが施されている。また、空調ダクト、

配管等の施工図を3Ｄ画像化し机上での検討を詳細に

行った上、設計で計画したダクト系統の消音器につい

て、専用ソフトによる騒音予測計算を行い設計基準値

以下となることを確認するとともに、室内の気流のシ

ミュレーションを実施する等、品質管理に見られる高

度な創意工夫は高く評価できる。また、吊りボルト切

断部の防錆塗装全数実施や、空調機器本体への機器番

号および風方向の表示、屋上横引きダクト天板の勾配

加工等、設備の耐久性やメンテナンス性を十分に考慮

した施工は完成度も高く、工事全体の出来形や出来栄

えについても優秀性が認められる。

‌▼概要�​①工事場所＝三春町深作地内②工事内容＝展

示・交流施設新築に係る機械設備工事一式③請負額＝4

億953万2760円

‌【環境創造センター整備（Ｂ施設・機械）工事】�​

‌▼寸評＝�​本工事は、原子力発電所周辺のモニタリング

を担う施設整備における機械設備工事である。本施設

は、モニタリング機能を確保するために多数の実験器

具や試験機器等の備品類が納入されることから、備品

のレイアウトや給排水管との接続、空調温度や風向き

の設定等、多岐にわたる調整事項の整理が施工に際し

て求められた。狭あいで空間的な制限がある天井面に

設置するダクトやチャンバーボックス等は、関連工事

で設置する照明器具や大型試験機器類との適正な離隔

距離が確保された中で整然と配置し、高い耐震性を確

保するための振れ止めも丁寧に仕上げられ、度重なる

備品仕様の変更にもかかわらず、その性能が十分に確

保された状況となり、関係者との綿密な調整の跡がう

かがえる。また、生コンクリートの調達が困難な状況

の中、機器固定用のアンカーを先付工法からあと施工

アンカーに変更提案し工期短縮を図るとともに、自主

的な引き抜き試験の実施による施工品質の確保に努め

るなど、工事全体の品質管理についても優秀性が認め

られる上、管内業者で構成された女性環境パトロール

隊を積極的に受け入れ、女性の視点による作業環境改

善への取り組みなども評価できる。

‌▼概要�​①工事場所＝南相馬市原町区萱浜字巣掛場地内

②工事内容＝環境創造センターＢ施設の新築に伴う機

械設備工事一式③請負額＝4億1350万5000円

　

県
の
平
成
28
年
度
優
良
建

設
工
事
に
、
当
協
会
所
属
の

２
社
が
施
工
し
た
工
事
が
選

ば
れ
、知
事
表
彰
を
受
け
た
。

　

土
木
部
・
機
械
設
備
部
門

で
の
受
賞
。
受
賞
工
事
は
、

㈱
エ
ヌ
エ
ス
工
業
が
施
工
し

た
「
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
整

備
（
Ａ
施
設
交
流
棟
・
機
械
）

工
事
」（
三
春
町
）
と
、
伊

藤
冷
機
工
業
㈱
施
工
の
「
環

境
創
造
セ
ン
タ
ー
整
備
（
Ｂ

施
設
・
機
械
）
工
事
」（
南

相
馬
市
）。
２
社
と
も
に
、

初
め
て
の
知
事
表
彰
受
賞
と

な
っ
た
。

　

表
彰
式
は
昨
年
９
月
13

日
、
福
島
市
の
杉
妻
会
館
で

行
わ
れ
、
内
堀
知
事
か
ら
各

受
賞
者
に
、
表
彰
状
と
記
念

の
盾
が
授
与
さ
れ
た
。

　

式
に
は
内
堀
知
事
は
じ
め

小
野
和
彦
農
林
水
産
部
長
、

大
河
原
聡
土
木
部
長
ら
両
部

幹
部
が
列
席
。
来
賓
と
し
て

県
議
会
の
杉
山
純
一
議
長
、

遊
佐
久
男
農
林
水
産
、
矢
吹

貢
一
土
木
両
委
員
長
、
関
係

団
体
か
ら
小
野
利
廣
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
長
、
鈴
木

武
男
県
建
設
業
協
会
専
務
理

事
、
栁
沼
秀
徳
県
土
地
改
良

建
設
協
会
長
、
齋
藤
卓
夫
県

森
林
・
林
業
・
緑
化
協
会
長
、

松
原
文
司
県
管
工
事
協
同
組

合
連
合
会
長
、
坂
本
幹
夫
県

電
設
業
協
会
長
と
、
当
協
会

の
松
原
兼
一
会
長
が
出
席
し

た
。

　

内
堀
知
事
が
式
辞
を
述
べ

「
皆
さ
ん
と
一
丸
と
な
っ
て

進
め
て
い
る
復
旧
・
復
興
へ

の
取
り
組
み
が
実
を
結
ん
で

き
て
い
る
。
こ
の
流
れ
を
よ

り
確
か
な
も
の
と
し
、
復
興

を
前
に
進
め
て
い
く
た
め
、

一
層
の
力
添
え
を
願
い
た

い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

杉
山
議
長
が
「
本
県
の
復

興
は
い
ま
だ
途
上
。
安
全
・

安
心
し
て
生
活
で
き
る
生
活

基
盤
の
整
備
が
強
く
求
め
ら

れ
て
い
る
中
で
、
日
々
技
術

の
向
上
に
努
め
良
質
な
社
会

基
盤
の
整
備
に
実
績
を
上
げ

て
い
る
皆
さ
ん
の
存
在
は
心

強
い
。
豊
か
で
活
力
あ
ふ
れ

る
ふ
る
さ
と
ふ
く
し
ま
再
生

の
た
め
さ
ら
に
尽
力
し
て
ほ

し
い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

県
の
優
良
工
事
表
彰
は
、

県
発
注
建
設
工
事
の
技
術
向

上
と
安
全
な
施
工
確
保
を
目

的
と
し
て
行
っ
て
お
り
、
28

年
度
で
48
回
目
。
今
回
34
社

が
受
賞
し
た
。

内堀知事から表彰を受けるエヌエス工
業・根本剛社長（上）と伊藤冷機工業・
伊藤隆博社長

技
術
の
証
、２
社
初
受
賞

エ
ヌ
エ
ス
工
業
、伊
藤
冷
機
工
業

県優良建設工事

建築物省エネ法とエアコン用火無し継手工
法を学んだ技術講習会
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空
衛
協
の
う
ご
き

広 報 委 員

鈴木　　啓伸

支
部
の
う
ご
き

　

今
か
ら
20
年
前
に
入
社

し
ま
し
た
。
早
く
仕
事
を

覚
え
て
第
一
線
で
仕
事
が

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
で
も
、
現
実
は
遠
く

来
る
日
も
来
る
日
も
片
付

け
や
準
備
ば
か
り
で
し

た
。「
こ
れ
で
仕
事
を
覚

え
ら
れ
る
の
か
？
」
と
思

う
日
々
で
し
た
。

　

自
分
が
入
社
し
た
頃
は

一
か
ら
十
ま
で
細
か
く
仕

事
を
教
え
て
も
ら
う
事
な

ど
あ
り
得
な
い
時
代
で
し

た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
常
に

先
輩
方
の
技
術
を
見
て
覚

え
て
一
日
で
も
早
く
成
長

し
た
く
て
、
片
付
け
や
準

備
を
し
て
い
る
傍
ら
で
技

術
を
見
て
盗
ん
で
い
ま
し

た
。
隠
れ
て
見
て
覚
え
た

事
を
実
践
し
た
り
も
し
た

が
、
ど
う
も
上
手
く
い
か

ず
「
こ
れ
を
簡
単
に
こ
な

し
て
い
る
先
輩
は
凄
い
」

と
改
め
て
実
感
し
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
あ
る
人

に
「
修
業
は
技
術
を
学
ぶ

の
で
は
な
く
、
我
慢
す
る

事
を
覚
え
る
ん
だ
。
我
慢

し
て
我
慢
し
て
食
ら
い
つ

い
て
行
く
う
ち
に
、
ど
ん

な
事
に
も
工
夫
を
凝
ら
し

て
挑
む
姿
勢
が
身
に
付
く

ん
だ
よ
。
そ
ん
な
に
簡
単

で
は
な
い
。
経
験
だ
か

ら
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
時
に
我
に
返
り
「
そ

う
だ
よ
な
。
基
本
が
出
来

て
な
い
や
つ
に
、
仕
事
を

頼
む
わ
け
が
な
い
よ
な
」

と
思
い
ま
し
た
。確
か
に
、

現
場
で
は
決
め
ら
れ
た
材

料
で
無
駄
な
く
作
業
を
進

め
て
い
く
の
だ
か
ら
、
失

敗
は
許
さ
れ
な
い
の
で

す
。「
現
場
は
練
習
じ
ゃ

な
い
」
そ
の
事
が
わ
か
っ

て
か
ら
は
、
自
分
に
与
え

ら
れ
た
仕
事
を
精
一
杯
や

り
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
数
年
後
、
自

分
も
現
場
を
持
ち
、
何
人

も
の
後
輩
が
入
社
し
、
仕

事
を
教
え
る
立
場
に
な
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
ま
た
、

大
き
な
壁
に
ぶ
ち
当
た
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
人
材
育

成
で
す
。
最
初
は
簡
単
と

思
い
ま
し
た
。
自
分
が

通
っ
て
き
た
道
を
そ
の
ま

ま
教
え
れ
ば
い
い
ん
だ
と

思
い
や
っ
て
き
た
の
で
す

が
、
ど
う
も
上
手
く
い
か

ず
「
な
ん
で
？
」
と
毎
日

考
え
込
む
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
も
、

現
場
で
の
他
業
者
と
の
打

合
せ
、材
料
の
拾
い
出
し
、

作
業
の
時
間
配
分
、
等
々

を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
て
自
分
の
頭
は
パ
ン
ク

し
そ
う
で
し
た
。そ
こ
に
、

人
材
育
成
の
事
ま
で
考
え

る
と
グ
ラ
グ
ラ
き
ま
し

た
。

　
「
先
輩
方
も
同
じ
思
い

を
し
た
ん
だ
」
と
申
し
訳

な
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し

た
。

　

も
し
か
す
る
と
、
そ
の

後
輩
は
自
分
が
一
人
前
に

な
っ
た
勘
違
い
に
気
づ
か

せ
て
く
れ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
自
分
は
ま
だ
ま

だ
半
人
前
の
修
業
の
身
な

の
で
す
。
恥
ず
か
し
な
が

ら
、
自
分
も
覚
え
る
事
が

ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
共

に
成
長
し
協
力
し
合
っ
て

一
つ
一
つ
現
場
を
こ
な
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
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偉
大
な
る
先
輩

伊
藤
冷
機
工
業
㈱
工
事
部
　
伊
藤
知
友
紀

‌【
７
月
】�​

▽
20
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
平
成
28
年
度
第
２
回

参
与
会
（
猪
狩
専
務
）
杉
妻

会
館

▽
21
日　
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

が
ん
ば
ろ
う
！
東
北
」（
猪

狩
専
務
）
青
森
国
際
ホ
テ
ル

▽
29
日　

県
建
設
工
事
紛
争

審
査
会
（
猪
狩
専
務
）
県
庁

‌【
８
月
】�​

▽
23
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
平
成
28
年
度
第
３
回

参
与
会
（
猪
狩
専
務
）
県
建

設
セ
ン
タ
ー

▽
28
日　

平
成
28
年
度
県
総

合
防
災
訓
練
（
会
津
支
部
）

あ
い
づ
総
合
運
動
公
園

‌【
９
月
】�​

▽
２
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
10
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
杉
妻
会
館

▽
２
日　

県
建
築
設
計
協
同

組
合
創
立
50
周
年
記
念
事

室▽
13
日　

平
成
28
年
度
県
優

良
建
設
工
事
表
彰
式
（
松
原

会
長
）
杉
妻
会
館

▽
28
日　

平
成
28
年
度
特
別

技
術
講
習
会
（
技
術
委
員
）

郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海

▽
28
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
平
成
28

年
度
総
会
（
松
原
会
長
）
江

陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

‌【
10
月
】�​

▽
５
日　

平
成
28
年
度
東
北

地
方
工
事
安
全
施
工
推
進
大

会
（
猪
狩
専
務
）
日
立
シ
ス

テ
ム
ズ
ホ
ー
ル
仙
台

▽
６
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
28
年
度
第
５

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
19
日　

税
理
士
に
よ
る
中

間
監
査
指
導
（
根
本
事
務
職

員
・
猪
狩
専
務
）
協
会
事
務

所▽
20
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
23
回
全
国
会
議

（
松
原
会
長
）
ホ
テ
ル
オ
ー

業
、
講
演
会
・
式
典
・
祝
賀

会
（
松
原
会
長
・
猪
狩
専
務
）

ホ
テ
ル
辰
巳
屋

▽
６
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
東
北
支
部
平
成
28

年
度
第
１
回
正
副
支
部
長
会

議
（
松
原
会
長
）
宮
城
県
管

工
事
会
館

▽
６
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
28
年
度
第
４

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
８
日　

平
成
28
年
度
県
予

算
編
成
に
関
す
る
県
議
会
各

党
要
望
聴
取
会（
松
原
会
長
）

県
庁

▽
８
日　

日
本
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
21
回
全
国
事
務

局
代
表
者
会
議（
猪
狩
専
務
）

品
川
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

▽
12
日　

福
島
労
働
局
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
若
年
労
働
者

不
足
の
意
見
交
換
会
（
県
北

支
部
・
事
務
局
）
協
会
会
議

ク
ラ
神
戸

▽
24
日　

中
間
監
査（
古
川
・

上
西
監
事
、
会
計
理
事
、
会

長
、
事
務
局
）
協
会
事
務
所

▽
24
日　

平
成
28
年
度
第
５

回
役
員
会
・
理
事
会
（
松
原

会
長
、
他
役
員
）
協
会
会
議

室▽
26
日　

平
成
28
年
度
経
営

改
善
研
修
会（
石
田
副
会
長
、

経
営
委
員
）
ア
オ
ウ
ゼ

‌【
11
月
】�​

▽
１
日　

県
・
県
建
設
産
業

団
体
連
合
会
優
秀
施
工
者
顕

彰
式
（
松
原
会
長
※
大
倉
工

業
所
・
堀
勝
彦
氏
受
賞
）
杉

妻
会
館

▽
８
日　

県
入
札
制
度
に
対

す
る
意
見
の
聴
き
取
り
調
査

（
松
原
会
長
、
猪
狩
専
務
）

杉
妻
会
館

▽
９
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
11
回
理
事
会
（
松

原
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
９
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
平
成
28
年

度
第
２
回
役
員
会
（
松
原
会

長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
21
日　

公
明
党
福
島
県
本

部
・
政
府
予
算
要
望
等
意
見

交
換
会（
猪
狩
専
務
）コ
ラ
ッ

セ
ふ
く
し
ま

▽
24
日　

地
域
に
生
き
る
建

設
企
業
経
営
講
座
「
建
設
業

の
企
業
力
強
化
」（
猪
狩
専

務
・
他
会
員
）
県
ハ
イ
テ
ク

プ
ラ
ザ

▽
25
日　

平
成
29
年
度
政
府

予
算
対
策
要
望
活
動
（
猪
狩

専
務
）
永
田
町
・
自
民
党
本

部▽
26
日　

ふ
く
し
ま
女
性
活

躍
応
援
事
業
～
け
ん
せ
つ
・

ど
ぼ
く
女
子
の
い
ま
、
み
ら

い
（
会
員
）
県
男
女
共
生
セ

ン
タ
ー

▽
29
日　

平
成
28
年
度
第
２

回
広
報
委
員
会
（
担
当
副
会

長
、
広
報
委
員
長
、
委
員
）

協
会
事
務
所

‌【
12
月
】�​

▽
７
日　

平
成
28
年
度
「
建

築
設
備
工
事
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

会
議
」（
松
原
会
長
・
猪
狩

専
務
）
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル▽
７
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
平
成
28
年
度
第
７

回
理
事
会
（
松
原
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
26
日　

県
庁
年
末
挨
拶
ま

わ
り
（
松
原
会
長
、
猪
狩
専

務
）
県
庁

事
務
所
長
、
当
協
会
の
安
部

井
省
治
支
部
長
、
電
設
協
の

佐
藤
脩
一
支
部
長
ほ
か
県
と

両
支
部
会
員
か
ら
計
27
人
が

出
席
。
①
下
請
工
事
（
３
５

０
０
万
円
以
下
）
に
配
置
す

る
主
任
技
術
者
の
複
数
工
事

兼
務
②
現
場
代
理
人
と
主
任

技
術
者
の
緊
急
修
理
へ
の
対

応
③
公
共
機
関
で
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
④
29
年

度
以
降
の
事
務
所
管
内
の
工

事
発
注
見
込
み
と
見
通
し
⑤

建
築
設
備
の
担
い
手
確
保
・

育
成
⑥
受
注
機
会
確
保
│
の

議
題
で
意
見
、
情
報
を
交
換

し
た
。

　

‌【
会
津
支
部
】�​「
道
の
日
」

の
昨
年
８
月
10
日
行
わ
れ
た

会
津
若
松
建
設
事
務
所
管
内

の
道
路
美
化
活
動
に
参
加
し

た
。
美
化
活
動
に
は
県
、
東

北
地
方
整
備
局
と
会
津
若
松

　

‌【
会
津
支
部
】�​

会
津
若
松

建
設
事
務
所
と
当
協
会
会
津

支
部
、
県
電
設
業
協
会
会
津

支
部
の
意
見
交
換
会
が
昨
年

12
月
16
日
、
会
津
若
松
市
の

全
会
津
電
気
工
事
協
同
組
合

会
館
で
開
か
れ
た
。

　

猪
股
慶
藏
会
津
若
松
建
設

所
長
、
当
協
会
の
石
田
享
也

支
部
長
、
電
設
協
の
永
井
博

支
部
長
ほ
か
官
民
か
ら
計
23

人
が
出
席
。
県
が
今
後
の
設

備
関
係
工
事
の
見
通
し
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
提
供
し
、

若
手
技
術
者
の
確
保
育
成
な

ど
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

　

‌【
県
中
・
県
南
支
部
】�​

県

中
建
設
事
務
所
と
当
協
会
県

中
・
県
南
支
部
、
県
電
設
業

協
会
郡
山
支
部
の
意
見
交
換

会
が
昨
年
11
月
28
日
、
郡
山

市
の
同
事
務
所
で
開
か
れ

た
。

　

建
設
行
政
の
円
滑
な
執
行

の
た
め
、
業
界
の
現
状
な
ど

に
つ
い
て
情
報
を
共
有
す
る

の
が
目
的
で
、
設
備
関
係
２

団
体
と
の
意
見
交
換
会
は
今

回
初
め
て
。

　

鈴
木
良
治
県
中
建
設
事
務

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
空

衛
ふ
く
し
ま
」
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　

年
末
年
始
、
ど
の
テ
レ
ビ

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
「
お
笑
い

芸
人
」
を
見
た
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
中
で
も
「
お

笑
い
の
総
合
商
社
」「
日
本

最
大
の
芸
能
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
」
と
言
わ
れ
る
吉
本
興
業

に
は
総
勢
６
千
人
以
上
の
才

能
豊
か
な
タ
レ
ン
ト
が
所
属

し
て
い
て
多
く
の
番
組
で
笑

い
を
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
吉
本
興
業
と
福
島
が

タ
ッ
グ
を
組
ん
で
昨
年
11
月

に
県
内
の
復
興
と
地
域
活
性

化
に
向
け
た
包
括
連
携
協
定

を
結
び
ま
し
た
。
お
笑
い
芸

人
に
よ
り
県
内
の
観
光
地
や

特
産
品
を
Ｐ
Ｒ
す
る
テ
レ
ビ

番
組
を
制
作
す
る
な
ど
し
、

福
島
の
今
や
魅
力
を
吉
本
興

業
の
斬
新
な
ア
イ
デ
ア
、
豊

富
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
笑
い

の
パ
ワ
ー
を
借
り
て
発
信
す

る
そ
う
。
協
定
締
結
の
仲
介

を
し
た
の
は
復
興
庁
で
し

た
。
一
方
、
国
土
交
通
省
が

吉
本
興
業
と
コ
ラ
ボ
し
て
展

開
す
る
建
設
業
女
性
活
躍
応

援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。
建
設
業
に

対
す
る
認
知
度
が
低
い
女
性

や
若
者
へ
魅
力
を
伝
え
る
た

め
、
人
気
お
笑
い
芸
人
お
か

ず
ク
ラ
ブ
を
メ
イ
ン
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
に
建
設
業
で
活
躍
す

る
女
性
の
姿
を
取
り
上
げ
、

建
設
業
の
魅
力
を
発
信
す
る

「
お
う
ち
ク
ラ
ブ
」
を
結
成
。

イ
ベ
ン
ト
で
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
活
動
や
未
来
の
建
設

業
を
担
う
女
性
の
育
成
に
取

り
組
む
も
の
で
す
。

　

国
土
交
通
省
で
は
、
昨
年

の
８
月
に
、
建
設
業
に
携
わ

る
女
性
技
術
者
・
技
能
者
を

５
年
以
内
に
倍
増
す
る
こ
と

を
目
指
し
「
も
っ
と
女
性
が

活
躍
で
き
る
建
設
業
行
動
計

画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
取

り
組
み
を
進
め
る
中
で
、
そ

も
そ
も
建
設
業
に
対
す
る
女

性
や
若
者
の
認
知
度
が
低
い

こ
と
、
そ
れ
ら
の
層
に
ど
う

働
き
か
け
る
か
が
課
題
と

な
っ
て
い
た
こ
と
が
吉
本
興

業
と
の
コ
ラ
ボ
に
繋
が
っ
た

よ
う
で
す
。

　

今
後
は
笑
い
を
提
供
さ
れ

る
だ
け
の
「
お
笑
い
芸
人
さ

ん
」
で
は
な
く
建
設
業
界
に

と
っ
て
身
近
な
存
在
（
協
力

者
）
に
思
え
る
よ
う
に
な
っ

て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

少
子
高
齢
化
社
会
を
迎

え
、
生
産
年
齢
人
口
減
少
は

避
け
ら
れ
な
い
現
実
で
あ
り

ま
す
。
担
い
手
の
確
保
・
育

成
は
建
設
業
に
限
ら
ず
、
ど

の
産
業
に
お
い
て
も
向
き
合

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
交

通
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を

通
し
て
、
衣
食
住
を
根
本
か

ら
支
え
る
建
設
業
は
、
今
後

も
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
産

業
で
あ
り
、
担
い
手
を
確
保

で
き
ず
に
衰
退
の
一
途
を
た

ど
る
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら

な
い
。

　

い
つ
か
笑
え
な
い
時
代
に

な
る
か
も
…
。

市
、
建
設
業
関
係
団
体
か
ら

総
勢
約
２
５
０
人
が
参
加
。

国
道
１
１
８
号
、１
２
１
号
、

４
０
１
号
や
観
光
道
路
な
ど

で
清
掃
、
施
設
の
点
検
な
ど

を
行
っ
た
。

若
手
技
術
者
育
成

な
ど
で
意
見
交
換

受
注
機
会
確
保

な
ど
県
に
要
望
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